



Analysis of Discrepancies found in the Evaluation of 












において，全国集計 53.4% をはるかに上回る 73.3% の児童が被虐待経験を有していたこと，
また，乳児院から B児童養護施設への措置変更児童数の多さを全国との比較によって示
































　Ⅱ．実習態度・日誌についての 7項目（表 1．に示す）を 3件法で評価

































評価内容 自己評価 評価票 評価内容
Ⅱ‐① 2.47 2.40 出勤時刻（30 分前）
Ⅱ‐② 2.87 2.84 挨拶や服装
Ⅱ‐③ 2.81 2.87 言葉遣い
Ⅱ‐④ 2.53 2.72 勤務態度
Ⅱ‐⑤ 2.90 2.79 指導・助言を受ける態度　
Ⅱ‐⑥ 2.91 2.95 日誌の提出期限　
















　Ⅱ．実習態度・日誌についての 7項目（表 1．に示す）を 3件法で評価

































評価内容 自己評価 評価票 評価内容
Ⅱ‐① 2.47 2.40 出勤時刻（30 分前）
Ⅱ‐② 2.87 2.84 挨拶や服装
Ⅱ‐③ 2.81 2.87 言葉遣い
Ⅱ‐④ 2.53 2.72 勤務態度
Ⅱ‐⑤ 2.90 2.79 指導・助言を受ける態度　
Ⅱ‐⑥ 2.91 2.95 日誌の提出期限　











評価内容 自己評価 評価票 評価内容
Ⅲ‐① 4.46 3.81 施設の目的、機能、利用児 ･者、業務内容などについて理解しようとしていた。
Ⅲ‐② 4.50 3.93 利用児・者に積極的に関わり、理解しようとしていた。
Ⅲ‐③ 4.44 4.06 利用児 ･者を尊重し、適切な言葉遣いや態度で接していた。
Ⅲ‐④ 4.00 3.68 利用児 ･者の個性や特性に応じた対応を考慮していた。
Ⅲ‐⑤ 4.03 3.60 利用児 ･者の援助 ･支援について指導者やスタッフに質問し、理解しようと努めていた。
Ⅲ‐⑥ 4.16 3.65 利用児 ･者の援助 ･支援に関する知識、技術を身に付けようとしていた。
Ⅲ‐⑦ 4.11 3.53 職員間の役割分担やチームワークのあり方を理解しようとしていた。
Ⅲ‐⑧ 3.95 3.54 個人のプライバシーが具体的にどのように保護されているか学ぼうとしていた。


















Ⅱ‐① 2.85 2.90 2.47 2.40 出勤時刻（30 分前）
Ⅱ‐② 2.76 2.80 2.87 2.84 挨拶や服装
Ⅱ‐③ 2.51 2.76 2.81 2.87 言葉遣い
Ⅱ‐④ 　 　 2.53 2.72 勤務態度
Ⅱ‐⑤ 2.54 2.71 2.90 2.79 指導・助言を受ける態度
Ⅱ‐⑥ 2.89 2.90 2.91 2.95 日誌の提出期限











評価内容 自己評価 評価票 評価内容
Ⅲ‐① 4.46 3.81 施設の目的、機能、利用児 ･者、業務内容などについて理解しようとしていた。
Ⅲ‐② 4.50 3.93 利用児・者に積極的に関わり、理解しようとしていた。
Ⅲ‐③ 4.44 4.06 利用児 ･者を尊重し、適切な言葉遣いや態度で接していた。
Ⅲ‐④ 4.00 3.68 利用児 ･者の個性や特性に応じた対応を考慮していた。
Ⅲ‐⑤ 4.03 3.60 利用児 ･者の援助 ･支援について指導者やスタッフに質問し、理解しようと努めていた。
Ⅲ‐⑥ 4.16 3.65 利用児 ･者の援助 ･支援に関する知識、技術を身に付けようとしていた。
Ⅲ‐⑦ 4.11 3.53 職員間の役割分担やチームワークのあり方を理解しようとしていた。
Ⅲ‐⑧ 3.95 3.54 個人のプライバシーが具体的にどのように保護されているか学ぼうとしていた。


















Ⅱ‐① 2.85 2.90 2.47 2.40 出勤時刻（30 分前）
Ⅱ‐② 2.76 2.80 2.87 2.84 挨拶や服装
Ⅱ‐③ 2.51 2.76 2.81 2.87 言葉遣い
Ⅱ‐④ 　 　 2.53 2.72 勤務態度
Ⅱ‐⑤ 2.54 2.71 2.90 2.79 指導・助言を受ける態度
Ⅱ‐⑥ 2.89 2.90 2.91 2.95 日誌の提出期限








































Ⅲ‐① 4.03 3.85 4.46 3.81 施設の目的、機能、利用児 ･者、業務内容などについて理解しようとしていた。　
Ⅲ‐② 4.05 3.95 4.50 3.93 利用児・者に積極的に関わり、理解しようとしていた。
Ⅲ‐③ 3.95 4.05 4.44 4.06 利用児 ･者を尊重し、適切な言葉遣いや態度で接していた。
Ⅲ‐④ 3.56 3.62 4.00 3.68 利用児 ･者の個性や特性に応じた対応を考慮していた。
Ⅲ‐⑤ 3.41 3.72 4.03 3.60 利用児 ･者の援助 ･支援について指導者やスタッフに質問し、理解しようと努めていた。
Ⅲ‐⑥ 3.85 3.84 4.16 3.65 利用児 ･者の援助 ･支援に関する知識、技術を身に付けようとしていた。　
Ⅲ‐⑦ 3.60 3.67 4.11 3.53 職員間の役割分担やチームワークのあり方を理解しようとしていた。
Ⅲ‐⑧ 　 　 3.95 3.54 個人のプライバシーが具体的にどのように保護されているか学ぼうとしていた。























































Ⅲ‐① 4.03 3.85 4.46 3.81 施設の目的、機能、利用児 ･者、業務内容などについて理解しようとしていた。　
Ⅲ‐② 4.05 3.95 4.50 3.93 利用児・者に積極的に関わり、理解しようとしていた。
Ⅲ‐③ 3.95 4.05 4.44 4.06 利用児 ･者を尊重し、適切な言葉遣いや態度で接していた。
Ⅲ‐④ 3.56 3.62 4.00 3.68 利用児 ･者の個性や特性に応じた対応を考慮していた。
Ⅲ‐⑤ 3.41 3.72 4.03 3.60 利用児 ･者の援助 ･支援について指導者やスタッフに質問し、理解しようと努めていた。
Ⅲ‐⑥ 3.85 3.84 4.16 3.65 利用児 ･者の援助 ･支援に関する知識、技術を身に付けようとしていた。　
Ⅲ‐⑦ 3.60 3.67 4.11 3.53 職員間の役割分担やチームワークのあり方を理解しようとしていた。
Ⅲ‐⑧ 　 　 3.95 3.54 個人のプライバシーが具体的にどのように保護されているか学ぼうとしていた。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 3 3 3 2 3 4 4 4 4 5 4 4 3 5 5
評 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 0 -1 -1 -1 0 -2 -1 -1 0 -2 -2
自
B
2 3 3 3 3 2 2 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
評 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 4 4 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 1 -1 -2 -2 -2 -1 -1 -2 -2 -2 -2
自
C
2 3 3 3 3 2 2 4 5 4 5 5 5 5 4 5 5
評 2 3 3 3 3 3 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 3
ズレ 0 0 0 0 0 1 0 -1 -3 -1 -2 -2 -2 -2 -1 -1 -2
自
D
2 3 3 3 3 2 3 5 4 5 4 4 4 4 3 5 5
評 3 3 3 3 3 3 2 4 3 4 3 3 4 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 0 -1 0 -2 -2
自
E
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 4 2 3 3 2 4 4
評 2 3 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2 3 3 2 4 2
ズレ 0 0 -1 -1 -1 1 1 -1 -2 -2 -2 0 0 0 0 0 -2
自
F
2 2 3 2 3 2 3 4 3 5 3 3 4 4 5 3 4
評 2 3 2 2 3 3 1 3 2 2 3 3 2 2 2 3 2
ズレ 0 1 -1 0 0 1 -2 -1 -1 -3 0 0 -2 -2 -3 0 -2
自
G
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 3 4 3 3 3 4 4
評 2 3 2 1 1 3 3 2 2 3 2 2 2 2 3 2 2
ズレ 0 0 -1 -2 -2 1 1 -2 -2 -1 -1 -2 -1 -1 0 -2 -2
自
H
2 3 2 3 3 2 3 5 5 5 4 4 4 5 3 4 5
評 3 3 3 3 3 3 3 4 4 5 3 3 3 3 3 3 3
ズレ 1 0 1 0 0 1 0 -1 -1 0 -1 -1 -1 -2 0 -1 -2
自
I
2 3 3 2 2 2 2 5 5 5 4 3 4 4 3 4 5
評 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3

































































































































2 3 3 3 3 2 3 4 4 4 4 5 4 4 3 5 5
評 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 0 -1 -1 -1 0 -2 -1 -1 0 -2 -2
自
B
2 3 3 3 3 2 2 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
評 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 4 4 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 1 -1 -2 -2 -2 -1 -1 -2 -2 -2 -2
自
C
2 3 3 3 3 2 2 4 5 4 5 5 5 5 4 5 5
評 2 3 3 3 3 3 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 3
ズレ 0 0 0 0 0 1 0 -1 -3 -1 -2 -2 -2 -2 -1 -1 -2
自
D
2 3 3 3 3 2 3 5 4 5 4 4 4 4 3 5 5
評 3 3 3 3 3 3 2 4 3 4 3 3 4 3 3 3 3
ズレ 1 0 0 0 0 1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 0 -1 0 -2 -2
自
E
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 4 2 3 3 2 4 4
評 2 3 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2 3 3 2 4 2
ズレ 0 0 -1 -1 -1 1 1 -1 -2 -2 -2 0 0 0 0 0 -2
自
F
2 2 3 2 3 2 3 4 3 5 3 3 4 4 5 3 4
評 2 3 2 2 3 3 1 3 2 2 3 3 2 2 2 3 2
ズレ 0 1 -1 0 0 1 -2 -1 -1 -3 0 0 -2 -2 -3 0 -2
自
G
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 3 4 3 3 3 4 4
評 2 3 2 1 1 3 3 2 2 3 2 2 2 2 3 2 2
ズレ 0 0 -1 -2 -2 1 1 -2 -2 -1 -1 -2 -1 -1 0 -2 -2
自
H
2 3 2 3 3 2 3 5 5 5 4 4 4 5 3 4 5
評 3 3 3 3 3 3 3 4 4 5 3 3 3 3 3 3 3
ズレ 1 0 1 0 0 1 0 -1 -1 0 -1 -1 -1 -2 0 -1 -2
自
I
2 3 3 2 2 2 2 5 5 5 4 3 4 4 3 4 5
評 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3


























































































































































2 3 2 2 2 2 3 5 5 4 4 4 4 3 4 5 3
評 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5
ズレ 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 2
自
K
2 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3
評 2 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
ズレ 0 0 0 0 1 1 1 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2
自
L
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3
評 3 3 3 3 3 3 2 5 5 5 4 5 4 5 5 5 5



























































































2 3 2 2 2 2 3 5 5 4 4 4 4 3 4 5 3
評 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5
ズレ 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 2
自
K
2 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3
評 2 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
ズレ 0 0 0 0 1 1 1 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2
自
L
2 3 3 3 3 2 2 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3
評 3 3 3 3 3 3 2 5 5 5 4 5 4 5 5 5 5
ズレ 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 2 1 2 2 2 2
－ 19 －
　限られた実習期間ではあるが，その中で積み重ねた学びや反省を翌日に活かすことで，
利用児・者とのより良いコミュニケーションや関わりに繋がる。一日の学びや反省を意
識することにより，日誌の記録や質問内容も深まることが期待される。
④実習内容について十分指導できる体制
　実習に臨むにあたってのマナーや最低限のルール，実習を成立させるための基本的な
事項の確認に力を注がざるを得ない状況である。実習内容について指導できる体制，時
間の確保が必要である。
⑤個別指導が必要な学生に対する指導
　「自己評価」「評価票」を十分に検討し，個別指導が必要な学生に対応する。
　これらの課題や改善すべき点を実習指導の充実を図る手掛かりとし，具体的な実習内容
の検討や評価項目の改訂に繋げていくことを今後の課題としたい。
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